
国広
き丘

岩島

葺大
会学－

国
語
教
育
跡
究
協
議
会
　
の
歩
み

大
　
　
槻

広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
で
は
、
昭
和
三
十
二
年
の
秋
以
来
、
毎
年
、
秋
季

研
究
集
会
の
一
環
と
し
て
、
「
国
語
教
育
の
実
践
と
反
省
」
と
題
す
る
テ
ー
マ

の
も
と
に
、
同
語
教
育
研
究
協
議
会
を
開
い
て
き
た
。
筆
者
に
課
せ
ら
れ
た
課

題
は
、
こ
の
十
年
余
に
わ
た
る
協
議
会
を
通
じ
て
、
何
が
明
ら
か
に
な
り
、
何

が
間
題
と
し
て
残
さ
れ
た
か
を
報
告
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
筆
者
に
は
、
と

う
て
い
、
こ
の
責
め
を
果
た
す
ほ
ど
の
力
が
な
い
。
ま
た
、
協
議
会
の
内
容
そ

の
も
の
も
、
限
ら
れ
た
紙
数
に
は
盛
り
き
れ
な
い
ほ
ど
、
充
実
し
た
、
豊
富
な

も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
ど
う
い
う
領
域
が
、
ど
う
い
う
形
で
と
り
あ
げ

ら
れ
た
か
を
記
述
し
、
そ
れ
に
若
干
の
細
説
を
そ
え
る
に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
え

な
い
。
大
方
の
ご
究
恕
を
お
鳳
い
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

〓

は
じ
め
に
、
昭
和
三
十
二
年
以
降
、
本
協
議
会
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
テ
ー
マ

を
列
挙
し
て
お
き
た
い
。

1
　
回
譜
教
育
の
実
践
と
反
省
－
徒
然
草
を
中
心
に
－
（
昭
和
3
2
年
）

2
　
国
語
教
育
の
実
践
と
反
省
－
近
代
の
詩
歌
を
中
心
と
し
て
－
（
昭
和
3
3

年
）

3
　
文
法
研
究
の
現
段
階
と
文
法
教
育
の
反
省
（
昭
和
3
4
年
）

4
　
作
文
教
育
の
実
態
と
問
題
点
（
昭
和
3
5
年
）

5
　
論
説
文
の
学
習
指
導
（
昭
和
3
6
年
）

6
　
古
典
解
釈
と
そ
の
指
導
－
源
氏
物
語
－
（
昭
和
3
7
年
）

7
　
「
現
代
国
語
」
に
つ
い
て
　
（
昭
和
3
8
年
）

（
8
　
大
学
生
の
同
語
固
文
学
の
教
養
の
現
状
）
　
（
昭
和
3
9
年
）

9
　
論
説
文
指
導
上
の
諸
問
題
（
昭
和
4
0
年
）

1
0
　
中
古
日
記
文
学
の
取
り
扱
い
　
（
昭
和
4
1
年
）

1
1
　
高
校
作
文
教
育
の
問
題
点
（
昭
和
4
2
年
）

右
の
う
ち
、
1
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
の
あ
と
、
構
想
を
新
た
に
し
て
、
単

行
本
「
徒
然
草
学
習
指
導
の
研
究
」
　
（
土
井
忠
生
先
生
編
、
昭
和
3
7
年
5
月
2
0

日
、
三
省
堂
刊
、
A
5
判
四
四
〇
ペ
ー
∴
シ
）
　
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
カ
ッ
コ
を
つ
け
て
示
し
た
8
は
、
木
学
会
が
全
国
大
学
国
語
国
文
学

会
と
共
同
し
て
開
か
れ
た
際
、
笹
渕
友
「
接
原
鉄
雄
・
西
脇
良
三
・
松
田
正

義
・
佐
藤
弓
葛
ヱ
序
谷
撤
子
の
各
氏
を
提
案
者
、
紅
野
敏
郎
・
野
地
潤
家
両
氏

を
司
会
者
と
し
て
行
な
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る

本
学
会
の
「
国
語
教
育
研
究
協
議
会
」
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
相
当
す
る
も
の

と
し
て
掲
げ
て
お
い
た
。
な
お
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
提
案
は
、
そ
の
後
、
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各
提
案
者
の
加
筆
修
正
を
え
、
ま
た
、
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
の
ど
了
解
も

え
て
、
「
国
語
教
育
研
究
」
　
（
広
島
大
学
教
育
学
部
国
語
斜
光
韮
会
）
第
十
一

号
に
掲
載
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
6
に
つ
い
て
も
、
そ
の
一
部
は
、
学
会
の
お
許
し
を
え
て
、
「
国

語
教
育
研
究
」
第
九
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
1
・
6
・
8
に
つ
い
て
は
、
そ
の
全
部
も
し
く
は
そ
の
一
部

が
活
字
に
な
っ
て
公
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
発

表
者
・
報
告
者
が
個
人
的
に
印
刷
・
発
表
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
に
し
て
も
、
ま

だ
全
休
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
は
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。
以
下
に
は
、
右
の
1

・
8
を
除
く
各
年
度
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
発
表
・
報
告
・
提
案

が
な
さ
れ
た
か
を
、
順
次
に
記
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

三

〇
国
語
教
育
の
実
践
と
反
省
－
近
代
の
詩
歌
を
中
心
に
－

期
日
　
昭
和
3
3
・
1
1
・
1
5
　
（
土
）

I
　
基
礎
調
査
の
部

一
、
近
代
詩
歌
に
関
す
る
教
材
調
査
（
杉
原
康
子
ほ
か
）
　
（
以
下
、
敬
称

略
。
）

二
、
高
校
生
の
近
代
詩
歌
に
関
す
る
興
味
・
関
心
・
鑑
賞
の
実
態
（
奥
田

邦
男
は
か
）

三
、
近
代
詩
歌
取
扱
い
の
問
題
点
－
ア
ン
ケ
ー
ト
ー
（
大
槻
和
夫
は
か
）

四
、
〃
T
e
a
c
－
一
i
n
g
 
p
O
e
t
r
y
昌
y
 
l
a
m
e
s
 
R
e
e
く
e
S
に
つ
い
て
　
（
小

野
基
）

五
、
近
代
詩
歌
学
習
指
導
文
献
目
録
1
1
戦
後
に
お
け
る
近
代
詩
歌
学
習

指
導
の
動
向
－
（
大
槻
和
夫
は
か
）

六
、
近
代
詩
歌
に
関
す
る
大
学
人
試
問
題
の
分
析
（
山
根
巴
）

I
　
実
践
報
告
の
部

一
、
詩
の
鑑
賞
指
導
の
実
際
（
長
谷
川
孝
士
）

二
、
近
代
詩
の
実
践
報
告
（
湯
之
上
叫
苗
）

三
、
現
代
詩
の
指
導
（
森
下
弘
）

四
、
現
代
詩
実
践
報
告
（
大
西
道
雄
）

五
、
近
代
詩
歌
指
導
に
お
け
る
私
の
問
題
点
お
よ
び
雑
感
（
E
中
克
）

六
、
現
代
短
歌
実
践
報
告
（
前
野
博
）

七
、
近
代
俳
句
実
践
報
告
（
光
本
光
徳
）

八
、
近
代
俳
句
の
指
導
報
告
（
阪
本
謙
一
）

Ⅲ
　
研
究
協
議

助
言
者
　
橋
本
直
久
・
磯
貝
英
夫
・
松
永
信
一
∴
田
林
義
信

こ
の
研
究
協
議
会
で
は
、
中
学
校
・
高
等
学
校
に
お
け
る
近
代
（
現
代
）
の

詩
・
短
歌
・
俳
句
の
学
習
指
導
に
関
す
る
問
題
が
、
き
わ
め
て
多
角
的
に
検
討

さ
れ
た
。
ま
ず
、
基
礎
調
査
の
部
の
一
で
は
、
中
学
校
二
回
等
学
校
の
国
語
教
科
書

に
、
近
代
の
詩
歌
が
ど
の
よ
う
に
と
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
の
調
査
結
果
が
報
告

さ
れ
た
。
報
告
資
料
に
は
、
中
学
校
÷
同
校
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
①
教
科
書

別
単
元
・
作
品
（
作
者
）
一
覧
表
、
①
採
録
作
品
の
作
者
別
輝
度
表
、
③
採
録

作
品
別
邦
度
表
、
④
「
学
H
の
手
引
き
」
の
設
問
分
甑
が
示
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
う
ち
、
「
採
録
作
品
の
作
者
別
路
度
衰
」
に
よ
る
と
、
日
本
の
詩
人
の
上
位

五
人
は
、
島
崎
藤
村
・
高
村
光
太
郎
・
北
原
白
秋
・
萩
原
朔
太
郎
・
三
好
迂
治

と
な
っ
て
お
り
、
作
品
別
で
は
、
「
千
曲
川
旅
情
の
歌
」
　
「
道
程
」
　
「
梨
の
う

へ
」
「
信
士
山
」
「
糸
車
」
が
、
蹄
度
の
う
え
で
上
位
五
作
品
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
、
現
在
使
川
中
の
教
科
書
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
（
「
教
材
と
指
導
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法
」
、
文
部
省
、
昭
和
1
4
・
3
・
2
8
刊
）
と
比
べ
て
み
る
と
、
日
本
の
詩
人
の

ば
あ
い
、
教
科
書
に
よ
く
と
ら
れ
る
詩
人
（
詩
）
は
、
現
在
も
そ
う
大
き
く
は

変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
反
面
、
「
千
曲
川
旅
情
の
歌
」

も
、
い
ま
で
は
不
動
の
付
置
を
占
め
て
い
る
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
知
ら
れ
る
。
と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
な
さ
れ
た
調
査
は
、
た
ん
に
そ
の

当
時
に
お
い
て
意
味
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず
、
今
日
か

ら
み
て
も
、
興
味
あ
る
事
実
を
提
供
し
て
く
れ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
ま

た
言
ま
で
こ
そ
、
あ
ち
こ
ち
で
教
科
霞
の
調
査
・
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

当
時
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
種
の
調
査
は
、
ほ
と
ん
ど
類
例
の
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
意
味
で
旦
こ
の
調
査
は
、
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

次
の
二
は
、
広
島
市
内
お
よ
び
近
郊
の
高
等
学
校
の
生
徒
（
二
二
二
二
学

年
と
も
）
計
四
五
六
名
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
近
代
詩
歌
に
関

す
る
興
味
・
関
心
・
鑑
賞
の
実
態
を
調
査
し
た
結
果
の
報
告
で
あ
る
。

ま
た
三
は
、
広
島
県
内
の
高
等
学
校
の
先
生
方
二
十
一
名
と
中
学
校
の
先
生

一
名
と
か
ら
ご
回
答
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
で
あ
る
。
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
①
近
代
詩
歌
の
と
り
あ
げ
方
、
◎
学
習
指
導
目
標
設
定
上
の
留
意

点
、
⑨
学
習
指
導
の
方
堕
④
学
習
指
導
法
の
く
ふ
う
、
⑤
学
習
指
導
上
こ
ま

っ
て
い
る
こ
と
、
⑥
成
功
例
・
扱
い
に
く
い
例
、
㊦
教
材
研
究
の
す
す
め
か
た
、

⑧
参
考
文
献
　
の
八
項
目
に
つ
い
て
な
さ
れ
た
。
こ
の
調
査
も
、
限
ら
れ
た
地

域
・
人
数
に
つ
い
て
の
調
査
で
は
あ
る
が
、
当
時
に
お
け
る
実
態
を
知
る
一
つ

の
手
が
か
り
に
は
な
り
え
よ
う
。

さ
ら
に
四
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
詩
教
育
論
の
紹
介
で
、
も
ち
ろ
ん
、
わ
が
国
で

は
じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
と
く
に
、
第
〓
阜
詩
の
選

定
と
、
第
二
章
一
般
的
方
法
と
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。

お
し
ま
い
望
ハ
は
、
昭
和
二
十
九
年
度
か
ら
三
十
三
年
度
に
か
け
て
出
題
さ

れ
た
、
全
円
主
要
大
学
の
入
試
問
題
に
つ
い
て
、
近
代
詩
歌
に
関
す
る
問
題
を

抽
出
し
て
、
分
析
・
考
察
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

実
践
報
告
の
部
で
は
、
ま
ず
長
谷
川
氏
が
、
「
表
現
に
即
し
て
、
読
み
を
客

融
的
な
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
ま
で
深
め
る
よ
う
な
指
導
（
分
析
的
・
総
合
的

に
）
を
進
め
、
も
う
い
ち
ど
、
当
初
の
感
動
あ
る
い
は
感
想
を
か
え
り
み
て
、

あ
る
い
は
そ
れ
を
た
し
が
め
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
自
ら
改
め
さ
せ
る
と
い
う
配

慮
」
を
も
っ
て
指
導
さ
れ
た
実
践
例
を
報
告
さ
れ
た
。

つ
い
で
、
湯
之
上
氏
が
、
「
高
等
学
校
の
固
語
教
育
と
し
て
、
近
代
詩
は
ど

の
程
度
の
比
重
で
取
扱
わ
れ
る
の
が
よ
い
か
。
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
ど

自
分
の
実
践
例
を
報
告
さ
れ
た
。

以
下
、
一
々
に
つ
い
て
紹
介
す
る
紙
幅
が
な
い
が
、
い
ず
れ
も
、
問
題
を
明

確
に
し
て
の
実
践
報
告
で
あ
っ
た
と
思
う
。

以
上
を
通
じ
て
、
近
代
詩
歌
学
習
指
導
上
の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
出
つ
く
し
た

と
思
わ
れ
る
。
問
題
解
決
の
方
向
も
、
あ
る
程
度
示
唆
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

と
は
い
え
、
詩
歌
を
ど
う
味
わ
わ
せ
る
か
と
い
う
問
題
は
、
き
わ
め
て
微
妙
で

困
難
な
問
題
で
あ
る
だ
け
に
、
残
さ
れ
た
問
題
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

豊
審
な
資
料
が
提
供
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
践
例
が
提
示
さ
れ
た
こ
と

は
、
こ
の
協
議
会
の
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
と
思
う
。

協
議
会
の
進
め
方
も
、
こ
の
年
に
ほ
ぼ
そ
の
定
着
を
み
た
と
思
わ
れ
る
。

四

〇
文
法
研
究
の
現
段
階
と
文
法
教
育
の
反
省

期
日
　
昭
和
3
4
・
1
1
・
8
　
（
日
）

I
　
文
論
の
部

一
、
文
論
に
つ
い
て
（
神
部
安
泰
）
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二
、
現
行
教
科
書
（
中
学
校
・
甘
回
等
学
校
国
語
）
に
お
け
る
文
論
・
文
章

論
の
扱
わ
れ
方
（
大
橋
勝
男
）

Ⅱ
　
敬
語
法
の
部

一
、
敬
語
法
に
つ
い
て
　
（
山
内
洋
一
郎
）

二
、
現
行
高
等
学
校
用
教
科
書
古
典
教
材
に
お
け
る
敬
語
法
（
向
井
康
員
）

Ⅲ
　
助
動
詞
の
部

一
、
助
動
詞
研
究
に
つ
い
て
　
（
安
達
隆
こ

二
、
親
行
高
等
学
校
教
科
譜
に
お
け
る
文
語
助
動
詞
の
取
扱
い
　
－
　
い
わ

ゆ
る
頼
長
の
助
動
詞
を
中
心
に
1
（
清
水
広
美
）

Ⅳ
　
助
詞
の
部

一
、
助
詞
研
究
（
口
語
法
）
　
に
つ
い
て
（
宅
山
敏
昭
）

二
、
現
行
中
学
校
国
語
教
科
書
（
総
合
編
）
　
に
お
け
る
口
語
助
詞
（
野
上

拓
士
）

こ
の
年
度
の
協
議
会
は
、
右
に
み
る
と
お
り
、
文
法
教
育
上
、
特
に
問
題
の

多
い
文
論
・
敬
語
法
・
助
動
詞
・
助
詞
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
．
そ
れ
ぞ
れ
、
文

法
研
究
の
現
段
階
と
教
科
書
に
み
ら
れ
る
文
法
教
育
の
現
状
が
報
告
さ
れ
た
。

報
告
者
は
す
べ
て
、
大
学
院
文
学
研
究
科
お
よ
び
教
育
学
部
国
語
科
の
学
生
で

あ
る
。文
法
研
究
の
現
段
階
に
つ
い
て
は
、
山
田
文
法
・
橋
本
文
法
・
時
枝
文
法
を

は
じ
め
と
す
る
主
要
文
法
学
説
お
よ
び
最
近
の
研
究
成
果
の
要
約
紹
介
が
な
さ

れ
た
。
ま
た
、
文
法
教
育
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
教
科
書
問
に
、
取
り
扱
い
上

ど
の
よ
う
な
差
異
が
み
ら
れ
る
か
が
、
プ
リ
ン
ト
資
料
に
「
覧
表
と
し
て
示
さ

れ
た
。
そ
の
後
十
年
を
経
た
今
日
で
は
、
文
法
研
究
・
文
法
教
育
と
も
に
進
展

を
み
せ
て
は
い
る
が
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
基
本
的
な
問
題
　
（
た
と
え
ば

文
法
を
体
系
的
に
教
え
る
こ
と
が
必
要
か
い
な
か
、
も
し
必
要
と
す
れ
ば
、
そ

の
時
期
や
方
法
を
ど
う
す
る
か
、
と
い
っ
た
問
題
）
は
、
今
月
も
な
お
、
じ
ゆ

う
ぶ
ん
解
決
し
っ
く
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。

五

〇
作
文
教
育
の
実
態
と
問
題
点
′

期
日
　
昭
和
3
5
・
1
1
・
1
3
　
（
日
）

I
　
基
礎
調
査
の
部

一
、
高
等
学
校
国
語
教
科
書
に
お
け
る
作
文
教
材
の
研
究
（
奥
田
邦
男
ほ

か
）

二
、
「
作
文
教
育
に
つ
い
て
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
（
大
槻
和
夫
ほ
か
）

三
、
就
職
試
験
作
文
課
題
一
軒
見
表
（
橋
本
鴨
夫
ほ
か
）

四
、
高
等
学
校
作
文
教
育
研
究
論
文
目
録
（
戦
後
）
　
（
首
藤
安
男
ほ
か
）

I
　
実
践
研
究
報
告
の
部

一
、
作
文
意
識
の
実
態
と
問
題
点
1
・
－
女
子
学
園
の
ば
あ
い
ー
ー
ー
ー
（
伊

東
武
雄
）

二
、
高
校
に
お
け
る
「
事
く
こ
と
」
の
指
導
計
画
∵
－
「
商
業
高
校
の
ば
あ

L
∴
1
1
－
（
首
藤
安
男
）

三
、
人
間
追
求
の
作
文
指
違
γ
－
－
一
冒
し
た
国
語
教
育
の
立
場
か
ら
　
－

（
E
中
克
）

四
、
主
題
・
構
憩
・
叙
述
（
森
一
郎
）

五
、
フ
ラ
ン
ス
の
作
文
教
育
（
中
西
一
弘
）

右
の
う
ち
、
基
礎
調
窮
の
郡
は
、
プ
リ
ン
ト
資
料
を
配
布
し
た
だ
け
で
、
口

頭
の
報
告
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
　
（
と
思
う
）
。
し
か
し
、
な
か
で
も
一
と
二
と

は
、
当
時
に
お
け
る
作
文
教
育
の
実
態
（
の
す
べ
て
で
は
な
い
が
）
を
知
る
う

え
で
、
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
　
（
九
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○
通
）
の
集
計
結
果
に
よ
る
と
、
「
現
在
の
高
校
で
作
文
指
導
を
行
な
い
に
く

い
」
の
は
、
第
一
に
、
「
作
品
の
処
理
・
評
価
な
ど
に
、
多
く
の
労
力
と
時
間

が
か
か
り
、
教
師
の
側
に
余
裕
が
な
与
」
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
事
情

は
、
お
そ
ら
く
今
日
で
も
変
わ
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
作
文
教
育
の
現
実
的

な
問
題
の
所
在
が
、
こ
こ
に
は
示
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
Ⅱ
の
実
践
研
究
報
告
の
部
の
一
で
は
、
中
学
一
年
生
か
士
同
校
三
年

生
に
い
た
る
女
生
徒
の
作
文
意
識
の
実
態
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
二
で
は
、
教

科
か
に
即
し
て
の
作
文
指
導
計
画
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
実
践
例
が
報
告
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
三
、
四
で
は
、
実
践
に
即
し
て
、
作
文
指
導
の
基
本
的
な
あ
り

方
が
提
示
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
五
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
作
文
教
育
に
つ
い
て
、
と
く
に
教
材
を
ど
う
組
織
し
て
い
く
か
と

い
う
面
か
ら
報
告
が
な
さ
れ
た
P。
こ
の
報
告
は
、
国
語
科
全
休
の
構
造
化
に
か

か
わ
っ
て
、
大
き
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
同
語
年
鑑
」
（
昭
和
3
6
年
版
）
の
「
展
望
・
同
語
教
育
1
1

高
等
学
校
1
」
の
な
か
に
、
「
学
習
指
導
要
領
に
も
作
文
教
育
の
こ
と
が
か

な
り
重
く
見
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
こ

の
二
、
三
年
来
の
傾
向
と
し
て
、
高
校
の
作
文
教
育
の
こ
と
が
目
に
つ
い
た
。
」

（
同
書
、
3
9
ペ
ー
ジ
、
石
井
庄
司
氏
執
筆
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、
大
阪
府
教
育
委
員
会
指
導
課
で
は
、
府
の
高
校
国
語
研
究
会
の
協
力
の
も

と
に
、
「
作
文
指
導
の
手
引
き
」
（
昭
和
3
4
・
3
・
3
1
刊
、
二
二
二
ペ
ー
ジ
）

を
刊
行
し
た
。
ま
た
、
「
そ
の
内
容
を
、
各
学
校
の
実
情
に
応
じ
て
、
い
か
に

生
か
し
て
指
導
す
る
か
を
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
、
大
阪
府
立
今
宮
高
等
学
校
が
、

そ
の
研
究
指
定
校
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
報
告
書
が
『
作
文
指
導
の
記
録
』
（
騰

写
版
、
大
判
七
四
ペ
ー
ジ
）
と
し
て
三
月
発
表
さ
れ
た
。
」
（
同
上
翼
3
9
ペ

ー
ジ
）
そ
の
後
、
昭
和
三
十
六
年
に
は
、
広
島
県
高
等
学
校
教
育
研
究
会
国
語

部
会
の
「
年
報
」
第
二
号
に
、
「
作
文
指
導
の
研
究
」
が
特
集
さ
れ
た
。
高
校

用
副
教
科
書
と
し
て
の
作
文
教
科
書
が
つ
ぎ
つ
ぎ
に
出
版
さ
れ
は
じ
め
た
の

も
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
八
年
に
は
、
「
高
等
学
校
国
語
教

育
の
陥
没
と
し
て
の
作
文
教
育
」
　
（
海
野
善
雄
氏
稿
、
「
同
語
研
究
」
1
7
、
白

揚
社
刊
所
収
）
と
い
う
論
文
が
発
表
さ
れ
た
し
、
昭
和
三
十
一
年
に
も
、
「
高

校
作
文
は
七
日
点
で
あ
る
」
　
（
渡
辺
守
凪
氏
稿
、
「
教
育
」
輿
国
土
社
刊
）
と

い
う
論
文
が
発
表
さ
れ
て
、
高
校
作
文
教
育
不
振
の
声
が
高
か
っ
た
の
で
あ
る

が
、
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
か
ら
、
よ
う
や
く
、
高
校
作
文
教
育
振
興
の
機
運
が

盛
り
あ
が
っ
て
き
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
木
協
議
会
で
の
研
究
協
議

も
、
そ
れ
ら
と
は
相
対
的
に
独
立
し
て
い
た
と
は
い
え
、
決
し
て
無
関
係
の
も

の
で
は
な
か
っ
た
。
と
り
わ
け
、
大
阪
府
の
「
高
等
学
校
作
文
指
導
の
手
引
き
」

は
、
木
協
議
会
立
案
の
過
程
で
も
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
よ
う
に
記
憶
し

て
い
る
。
な
お
、
「
作
文
教
育
」
の
問
題
は
、
昭
和
四
十
二
年
に
、
ヰ
っ
一
度
本
協
議

会
の
テ
ー
マ
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

六

〇
論
説
文
の
学
習
指
導

期
日
　
昭
和
3
6
・
1
1
・
1
2
　
（
日
）

一
、
論
説
文
読
解
力
の
分
析
（
岡
田
統
夫
）

二
、
論
説
文
指
導
の
問
題
点
（
亘
勝
明
）

三
、
論
説
文
の
学
習
指
導
　
－
　
段
落
指
導
な
ど
を
中
心
に
・
1
1
（
伊
藤
孝
）

四
、
論
説
文
指
導
上
の
諸
間
題
（
森
本
正
一
）

昭
和
三
十
五
年
三
月
三
十
一
日
答
申
の
「
高
等
学
校
教
育
課
程
の
改
音
に
つ

い
て
」
　
（
教
育
課
程
審
議
会
）
は
、
「
基
礎
学
力
の
向
上
と
私
学
技
術
教
育
の
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充
実
に
つ
い
て
」
「
同
語
に
関
し
て
は
、
基
礎
学
力
曇
日
間
め
る
た
め
、
現
代
同

語
の
読
解
力
お
よ
び
作
文
の
能
力
の
向
上
を
図
る
よ
う
な
方
途
を
講
ず
る
こ

と
。
」
と
述
べ
、
国
語
を
「
現
代
同
語
」
「
古
典
l
I
－
」
「
古
典
乙
1
」
お
よ
び

「
古
典
乙
Ⅲ
」
の
四
科
目
と
す
る
こ
と
、
ま
た
、
「
現
代
国
語
」
の
内
容
は
、

「
文
学
的
な
内
容
だ
け
に
片
寄
る
こ
と
な
く
、
論
理
的
な
表
現
や
理
解
を
苛
ん

じ
る
こ
と
。
」
と
勧
告
し
て
い
る
。
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
に
は
、
高
校
国
語
教

育
界
で
も
、
作
文
や
論
理
的
な
文
章
の
読
解
が
強
調
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
の
で

あ
る
。
こ
の
年
の
協
議
会
の
テ
ー
マ
設
定
も
、
こ
う
し
た
会
同
的
な
同
語
教
育

界
の
動
き
と
無
関
係
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

さ
て
、
一
で
は
、
論
説
文
の
読
解
力
が
、
語
句
の
理
解
・
文
の
理
解
・
文
相

互
の
関
係
の
理
解
と
い
う
よ
う
に
、
十
二
の
段
階
に
分
析
さ
れ
、
二
で
は
、
こ

れ
ま
で
論
説
文
教
材
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
き
た
か
、
そ
の
指
導
過
程
の
さ
ま

ざ
ま
が
報
告
さ
れ
た
。
三
で
は
、
段
落
ご
と
に
内
容
を
要
約
さ
せ
、
段
落
相
互

の
関
係
を
閲
示
さ
せ
て
い
く
指
導
法
を
と
っ
た
ば
あ
い
の
具
体
的
な
実
践
事
例

と
、
そ
の
指
導
を
受
け
た
生
徒
の
反
応
と
が
報
告
さ
れ
た
。
さ
ら
に
四
で
は
、

論
説
文
取
り
扱
い
上
の
前
眼
点
（
「
何
が
」
「
ど
の
よ
う
に
」
「
そ
れ
は
ど
う

い
う
こ
と
か
」
）
と
指
導
上
の
問
題
点
（
教
材
の
適
否
、
取
り
扱
い
の
系
統
化
）

が
提
示
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
着
実
で
手
が
た
い
方
法
で
あ
っ
た
。

七〇
古
典
解
釈
と
そ
の
指
導
－
1
源
氏
物
語
－

期
日
昭
和
3
7
・
1
1
・
1
1
（
日
）

1
研
究
報
告

一
、
源
氏
物
語
研
究
の
現
状
と
問
題
点
（
稲
賀
敬
二
）

二
、
「
源
氏
物
語
解
釈
の
一
間
題
」
物
語
の
世
界
と
一
語
の
解
釈
1
1
治

・
合
巻
の
指
示
語
な
ど
1
（
森
一
郎
）

Ⅲ
　
基
礎
調
査
報
告
（
小
田
辿
大
ほ
か
）

一
、
源
氏
物
語
か
ら
の
入
試
間
題
の
分
析

二
、
古
典
教
科
書
（
乙
1
・
甲
）
　
に
あ
ら
わ
れ
た
源
氏
物
語

三
、
ア
ン
ケ
ー
ト
　
古
典
解
釈
に
つ
い
て
－
－
土
井
先
生
か
ら
教
え
て
い

た
だ
き
、
感
銘
し
て
い
る
こ
と
ー
l
・

Ⅲ
　
実
践
報
告

一
、
「
源
氏
物
語
」
の
学
習
指
潰
丁
1
－
蛍
の
巻
（
高
三
）
の
ば
あ
い
　
ー

（
広
瀬
節
夫
）

二
、
私
は
源
氏
物
語
を
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
き
た
か
（
亘
瞞
明
）

三
、
源
氏
物
語
の
学
習
指
導
を
め
ぐ
っ
て
（
長
谷
川
孝
士
）

Ⅳ
　
講
話
（
土
井
忠
生
先
生
）

こ
の
年
は
、
土
井
忠
生
先
生
の
広
島
大
学
ど
在
任
最
後
の
「
同
語
教
育
研
究

協
議
会
」
と
い
う
こ
と
で
、
土
井
先
生
か
ら
長
年
に
わ
た
っ
た
ご
指
導
い
た
だ

い
た
「
源
氏
物
語
」
を
中
心
と
す
る
古
典
解
釈
の
間
題
が
テ
ー
マ
に
と
り
あ
げ

ら
れ
た
。
（
ち
な
み
に
、
木
学
会
で
「
国
語
教
育
研
究
協
議
会
」
を
絶
え
る
こ

と
な
く
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
土
井
先
生
の
あ
た
た
か
い
ど
支
援
に
よ
る
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
）

右
の
う
ち
、
Ⅲ
の
三
お
よ
び
Ⅳ
の
ど
講
話
「
古
典
解
釈
に
つ
い
て
」
は
、
土
井

先
生
お
よ
び
本
学
会
の
お
許
し
を
え
て
、
雑
誌
「
同
語
教
育
研
究
」
第
九
号
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

ヽ
、
／

O
「
現
代
同
語
」
に
つ
い
て

期
日
　
昭
和
3
8
・
1
1
・
1
0
（
日
）
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て
「
硯
代
国
語
」
の
問
題
点

二
、
道
l
代
国
語
1
〝
中
央
図
品
管
代
国
語
1
〝
を
中
心
に
1
（
掴

芳
夫
）

三
、
「
現
代
国
語
」
に
つ
い
て
（
広
瀬
節
夫
）

昭
和
三
十
五
年
十
月
十
五
日
、
新
し
い
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
が
公
示
さ

れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
従
前
の
国
語
甲
・
国
語
乙
・
漢
文
の
三
科
目
は
、
現

代
国
語
・
古
典
甲
・
古
典
乙
1
・
古
典
乙
Ⅲ
の
四
科
目
に
改
め
ら
れ
、
「
現
代

国
語
」
が
独
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
三
十
八
年
は
、
こ
の
新
指
導
要
領

が
実
施
さ
れ
た
年
で
あ
る
。

右
の
「
『
現
代
国
語
』
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
　
（
回
答
八
二
通
）
の
結

果
に
よ
る
と
、
「
目
標
が
明
確
に
な
り
、
指
導
の
重
点
が
は
っ
き
り
し
て
き

た
。
」
　
（
3
2
名
）
　
「
古
典
が
は
ず
さ
れ
た
た
め
指
導
時
問
が
と
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
」
　
（
3
2
名
）
と
い
っ
た
理
由
で
、
「
現
代
国
語
」
の
独
立
を
歓
迎
す
る

声
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
反
面
、
「
指
導
方
法
を
確
立
さ
せ
に
く
い
。
」

（
1
9
多
　
「
（
と
く
に
作
文
の
ば
あ
い
）
評
価
が
む
ず
か
し
い
。
」
　
（
1
7
名
）

な
ど
の
理
由
で
、
か
え
っ
て
指
導
し
に
く
く
な
っ
た
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
「
『
現
代
国
語
』
の
イ
メ
ー
ジ
を
ど
秒
よ
う
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
ら

い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。
」
　
（
1
4
名
）
　
「
言
語
技
能
の
育
成
面
と
教
養
の
陶
冶

の
面
と
の
結
合
を
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
の
か
、
問
題
を
感
じ
る
。
」
　
（
2
1

名
）
「
小
・
中
・
高
の
積
み
あ
げ
を
ど
う
す
る
の
か
、
具
体
的
に
つ
か
め
な
い
。
」

（
1
9
名
）
と
い
っ
た
悩
み
も
聞
か
れ
た
。
要
す
る
に
、
「
現
代
国
語
」
に
な
刀

て
指
導
目
標
が
は
っ
き
り
し
た
と
も
言
え
る
が
、
実
際
上
は
、
国
語
科
と
し
て

の
「
現
代
国
語
」
の
性
格
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
い
う
の
が
、
当
時
の
時
点
で

の
中
心
的
な
問
題
の
；
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
「
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
」
の

頂
域
の
未
聞
拓
、
「
古
く
こ
と
」
の
指
導
の
む
ず
か
し
さ
（
と
く
に
評
価
）
な

ど
も
、
実
践
上
の
問
題
点
で
あ
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
本
協
議
会
を
通
じ
て
、
新

し
く
発
足
し
た
「
現
代
国
語
」
の
問
題
点
が
明
確
に
な
り
、
解
決
の
方
向
が
示

唆
さ
れ
た
の
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

九

〇
論
説
文
指
導
上
の
諸
間
近

期
日
　
昭
和
4
0
・
1
1
・
1
4
（
日
）

一
、
中
心
思
想
把
握
に
関
す
る
問
題
点
　
－
　
ロ
ダ
ン
の
「
些
言
」
の
場
合
1
1

（
小
田
過
大
）

二
、
論
説
文
の
指
導
－
1
「
科
学
の
本
質
」
を
扱
っ
て
ー
　
（
豊
田
克
也
）

三
、
論
説
文
の
読
解
1
そ
の
要
旨
把
握
を
め
ぐ
っ
て
1
（
中
例
正
喪
）

四
、
論
説
文
学
習
指
導
法
の
類
型
（
野
宗
睦
夫
）

こ
の
年
、
ふ
た
た
び
「
論
説
文
指
導
」
の
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
科
学

的
文
章
・
論
理
的
文
章
の
読
解
指
導
は
、
依
然
と
し
て
問
題
が
多
い
の
で
あ

る
。
ま
ず
一
で
は
、
論
説
文
読
解
指
導
法
の
問
題
点
が
い
く
つ
か
あ
げ
ら
れ
、

今
後
の
研
究
の
一
方
向
と
し
て
、
「
文
章
表
現
形
式
を
お
さ
え
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ス
ム
ー
ス
に
内
容
把
握
を
す
る
こ
と
の
む
ず
か
し
い
文
章
を
対
象
と
し
て
、

あ
く
ま
で
表
現
形
式
・
表
現
過
程
を
お
さ
え
て
読
み
と
ら
せ
る
た
め
の
文
章
研

究
を
す
る
こ
と
。
」
が
提
唱
さ
れ
た
。
こ
の
立
場
か
ら
ロ
ダ
ン
の
．
「
遺
言
」
に

お
け
る
内
容
把
捉
の
方
法
が
具
体
的
に
撃
示
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
そ
の
意
義
と
問

題
点
も
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
文
章
論
的
立
場
か
ら
の
読
解
指
導
法
の
〓
ノ
の

試
み
と
み
ら
れ
る
。

二
で
は
、
中
至
干
吾
郎
氏
の
「
科
学
の
木
質
」
を
と
り
扱
っ
た
実
践
例
が
報

告
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
で
は
、
1
教
材
が
生
徒
の
レ
ベ
ル
よ
り
高
い
ば
あ
い
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
、
2
指
導
目
標
の
決
め
方
、
3
論
説
文
の
系
統
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的
・
段
階
的
指
導
法
、
4
論
説
文
の
学
習
の
意
欲
を
ま
す
に
は
P
と
い
う
四
つ

の
問
題
点
を
か
か
げ
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
一
つ
の
試
み
と
し
て
細

か
な
「
学
習
の
手
引
き
」
　
（
設
聞
）
を
作
成
し
て
そ
れ
に
従
っ
て
学
習
さ
せ
る

方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
学
習
に
い
さ
さ
か
近
い
方
法
で
あ
っ
た
。

三
で
は
、
要
旨
把
抱
の
問
題
に
つ
い
て
、
生
徒
の
把
捉
例
（
大
意
を
要
約
し

た
も
の
と
結
論
を
抜
き
書
き
し
た
も
の
）
　
に
即
し
て
考
察
が
加
え
ら
れ
た
。

四
は
、
「
第
二
学
年
以
後
に
お
い
て
、
論
説
文
読
解
の
体
系
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
学
習
指
導

法
の
朔
型
を
過
去
の
実
践
を
も
と
と
し
て
ひ
さ
だ
し
、
教
材
と
指
導
法
と
の
む

す
び
つ
き
を
考
え
て
み
た
い
。
」
と
い
う
意
図
を
も
っ
て
報
告
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。以
上
四
つ
の
報
告
に
は
ぼ
共
通
し
て
い
る
問
題
意
識
は
、
論
説
文
読
解
指
導

の
方
法
体
系
を
ど
の
よ
う
に
確
立
す
る
か
、
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、

読
む
意
欲
を
ど
う
育
て
る
か
と
い
っ
た
問
題
は
、
な
お
今
後
の
問
題
と
し
て
残

さ
れ
て
い
る
。

十

〇
中
古
日
記
文
学
の
取
り
扱
い

期
日
　
昭
和
4
1
・
1
1
・
1
3
　
（
日
）

I
　
基
礎
研
究
発
表

一
、
中
古
日
記
文
学
研
究
の
現
況
（
伊
井
春
樹
）

二
、
中
古
日
記
文
学
の
文
章
・
語
法
の
研
究
の
現
況
（
井
上
親
雄
）

三
、
中
古
日
記
文
学
の
教
材
化
の
現
況
1
－
－
古
典
乙
I
・
Ⅲ
の
ば
あ
い

1
（
森
田
信
義
は
か
）

四
、
古
典
学
習
に
お
い
て
中
古
日
記
文
学
を
と
り
あ
げ
る
意
義
と
相
応

（
三
浦
泰
生
）

I
　
実
践
報
告

一
、
土
佐
日
記
の
取
り
扱
い
　
（
護
城
義
邦
）

二
、
蛤
蛤
日
記
の
取
り
扱
い
　
（
堀
芳
夫
）

三
、
紫
式
部
日
記
の
取
り
扱
い
　
（
加
藤
宏
文
）

四
、
更
級
日
記
の
取
り
扱
い
　
（
伊
東
武
雄
）

中
古
日
記
文
学
、
と
り
わ
け
「
和
成
式
部
日
記
」
は
、
清
水
文
雄
先
生
の
長

年
に
わ
た
る
ど
研
究
の
対
象
で
あ
る
。
本
年
は
、
清
水
文
雄
先
生
の
広
島
大
学

ど
在
任
最
後
の
学
会
と
い
う
こ
と
で
、
木
協
議
会
の
テ
ー
マ
も
右
の
よ
う
に
定

め
ら
れ
た
。

さ
て
、
基
礎
研
究
発
表
で
は
、
そ
の
一
と
二
で
、
中
古
日
記
文
学
の
文
学
的

研
究
と
文
章
・
語
法
の
研
究
と
の
現
況
が
、
周
到
な
調
査
の
上
に
立
っ
て
、
簡

潔
に
報
告
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
教
育
の
面
か
ら
、
中
古
日
記
文
学
の
教
材
化
の

調
査
報
告
が
な
さ
れ
、
お
し
ま
い
に
、
高
校
生
に
対
す
る
中
古
日
記
文
学
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
と
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
た
教
育
上
の
問
題
に

つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
、
I
の
四
で
は
、
ど
う
い
う
作
品
を

ど
う
い
う
旧
序
で
読
ま
せ
る
か
、
ま
た
、
ど
の
部
分
を
ど
の
程
度
の
分
塁
読
ま

せ
る
か
と
い
っ
た
、
教
材
の
切
り
取
り
方
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
特
質

を
ふ
ま
え
た
指
導
の
方
法
な
ど
が
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
中
古
日

記
文
学
を
、
「
時
代
や
社
会
の
制
約
の
中
で
、
自
己
の
存
在
を
生
の
形
で
と
り

あ
げ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
姿
」
と
し
て
把
握
し
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と

指
摘
さ
れ
た
。

Ⅲ
の
実
践
報
告
で
は
、
中
古
日
記
文
学
の
う
ち
、
教
材
と
し
て
と
ら
れ
る
こ

と
の
多
い
四
作
品
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
扱
い
の
実
際
と
そ
こ
で
発
見
さ

れ
た
問
題
点
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。
ま
ず
一
で
は
、
学
習
指
導
上
の
気
づ
き
と
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反
省
点
と
し
て
の
作
品
の
性
格
か
ら
、
佃
学
習
指
導
の
展
開
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

四
項
目
ず
つ
あ
げ
ら
れ
た
。
次
に
二
で
は
、
教
育
実
習
で
教
生
が
指
導
し
た
実
践

例
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
三
で
は
、
全
文
か
な
が
き
に
し
た
教
材
を
音

読
さ
せ
る
こ
と
か
ら
は
い
る
指
導
例
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
最
後
に
四
で
は
、

心
情
語
に
着
目
し
て
、
主
人
公
の
心
情
に
せ
ま
り
、
そ
の
も
の
の
感
じ
方
・
考

え
方
を
読
み
取
っ
て
、
そ
の
性
格
と
人
が
ら
1
人
間
像
　
－
　
を
捏
解
さ
せ
る

方
法
に
よ
る
実
践
例
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。

以
上
の
発
表
・
報
告
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
に
は
、
古
典
文
学
全

体
に
共
通
す
る
問
題
も
少
な
く
な
い
が
、
中
古
と
い
う
歴
史
的
社
会
の
中
で
日

記
と
い
う
形
態
を
と
っ
て
表
出
さ
れ
た
文
学
に
特
有
の
問
題
も
、
鋭
く
提
示
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。十

一

〇
高
校
作
文
教
育
の
問
斑
点

抽
日
　
昭
和
4
2
・
1
1
・
1
2
　
（
日
）

一
、
最
近
の
文
章
研
究
の
問
題
点
（
永
尾
章
習
）

二
、
作
文
「
基
礎
学
習
」
の
試
み
1
藤
原
博
士
「
三
段
階
法
」
に
ま
な
ぶ

1
－
　
（
橋
本
威
）

三
、
読
解
か
ら
の
作
文
指
導
（
田
中
克
）

四
、
高
校
作
文
教
育
の
問
題
点
1
わ
た
く
し
の
学
校
の
ば
あ
い
I
（
亘

勝
明
）

五
、
高
校
作
文
教
育
の
問
題
点
（
木
原
茂
）

昭
和
四
十
二
年
度
の
文
部
省
教
育
課
程
研
究
会
で
も
、
作
文
教
育
が
研
究
テ

ー
マ
に
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
の
年
は
、
全
国
的
に
作
文
教
育
研
究
の
さ
か
ん

な
年
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

本
協
議
会
で
は
、
高
校
作
文
教
育
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
一
で
作
文
教

育
の
基
礎
と
し
て
の
文
章
研
究
の
現
状
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
、
二
で
具
体
的

な
実
践
例
の
報
告
を
、
三
で
現
場
の
実
態
と
問
題
点
の
報
告
を
、
そ
れ
ぞ
れ
お

願
い
し
、
四
で
研
究
者
の
立
場
か
ら
問
題
の
所
在
と
解
決
の
方
向
を
示
唆
し
て

い
た
だ
い
た
。
そ
の
結
果
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
を
い
く
つ
か
拾
い
出
し
て
み

る
と
、
ま
ず
第
一
に
、
学
校
（
国
語
科
）
と
し
て
全
体
的
な
指
導
計
画
を
た
て
る

こ
と
さ
え
な
か
な
か
田
難
な
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
指
導

計
画
が
た
て
ら
れ
て
お
ら
ず
、
担
当
教
師
も
学
年
ご
と
に
代
わ
る
と
い
う
の
で

は
、
一
貫
し
た
作
文
指
導
の
積
み
上
げ
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
な
る
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
も
、
引
き
継
ぎ
の
時
ど
う
い
う
指
導
を
し
て
き
た
か
を

申
し
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
し
く
み
に
な
っ
て
お
れ
ば
、
い
く
ら
か
は
救

わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
次
の
問
題
は
、
平
素
の
授
業
の
流
れ
の
中
で
書
く
こ
と
の
指

導
を
ど
の
よ
う
に
と
り
入
れ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
作

文
の
型
を
教
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
型
を
ど
の
よ
う

に
し
て
破
っ
て
い
く
か
と
い
う
間
題
、
つ
ま
り
、
個
性
的
創
造
的
な
文
章
を
ど

の
よ
う
に
し
て
書
か
せ
る
か
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
し
か
し
、
今
日
の
作
文
教

育
の
実
情
か
ら
す
れ
ば
、
あ
る
一
部
の
熱
心
な
実
践
者
を
除
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
何
も
指
導
し
て
い
な
い
の
が
現
実
の
姿
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
中
心
の
問
題

だ
と
い
う
声
も
き
か
れ
た
。
み
ん
な
が
作
文
教
育
を
行
な
う
よ
う
に
な
る
こ

と
1
1
こ
れ
こ
そ
が
中
心
の
問
題
と
も
言
え
る
。

な
お
、
右
の
三
と
五
に
つ
い
て
は
、
本
号
に
論
稿
が
掲
載
さ
れ
る
予
定
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
こ
れ
以
上
言
及
す
る
こ
と
は
さ
し
ひ
か
え
て
お
き
た

い
。
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十
二

昭
和
三
十
二
年
に
は
じ
め
ら
れ
た
「
国
語
教
育
研
究
協
議
会
」
も
、
と
う
と

う
十
回
を
こ
え
た
。
こ
の
研
究
協
議
会
を
い
っ
そ
う
発
展
・
充
実
さ
せ
て
い
く

た
め
に
は
、
成
果
の
確
認
と
芦
損
が
、
い
っ
そ
う
確
実
に
な
さ
れ
て
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
筆
者
に
謀
せ
ら
れ
た
課
題
も
そ
こ
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る

が
、
そ
の
責
め
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
果
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
で
終
わ
っ
た
8
会
見

の
み
な
さ
ま
に
深
く
お
わ
び
す
る
と
と
も
に
、
み
な
さ
ま
の
ど
協
力
を
え
て
、

他
日
、
な
ん
ら
か
の
形
で
、
こ
の
研
究
協
議
会
の
成
果
を
形
あ
る
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
念
じ
て
い
る
し
だ
い
で
あ
る
。

（
昭
和
4
3
・
4
・
1
2
）

－
広
島
大
学
講
師
－

書

　

評
監
修
　
西
尾

実

石
橋
幸
太
郎

編
集
野
地
澗
家

垣
田
直
巳
　
『
言
語
教
育
学
叢
書
第
一
期
．
全
六
巻
』

松
元
　
究

浜
　
　
　
本

純
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45

近
年
、
言
語
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
め
ざ
ま
し
い
広
が
り
と
深
ま
り
を
み
せ

て
い
る
。
人
間
を
形
成
し
、
人
間
の
文
化
を
創
造
し
、
人
間
が
未
来
を
切
り
捌

い
て
い
く
こ
と
に
お
い
て
「
言
語
」
の
果
た
す
役
割
の
非
常
に
大
き
い
こ
と
が

あ
ら
た
め
て
見
な
お
さ
れ
、
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

本
叢
書
は
、
言
語
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
言
語
教
育

を
根
底
の
と
こ
ろ
か
ら
究
明
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
わ
た
く
L
は
、

発
行
さ
れ
る
ご
と
に
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
読
み
、
衝
撃
に
似
た
刺
激
を
受
け
、
啓

発
さ
れ
る
と
こ
ろ
多
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
、
わ
が
国
の
学
校
数
膏
で
は
、
国
語
教
育
と
外
国
語
教
育
と
が
並

行
し
て
取
扱
わ
れ
て
い
た
。
監
修
者
の
か
た
が
た
は
、
現
時
点
を
「
国
語
教
育

と
外
国
語
教
育
と
が
有
す
る
本
質
的
意
義
が
一
層
の
苅
要
性
を
加
え
よ
う
と
し

て
い
る
と
き
」
と
判
断
さ
れ
て
、
そ
の
意
図
と
抱
負
を
「
国
民
教
育
の
基
礎
と

も
い
う
べ
き
一
皇
m
教
育
の
意
義
を
改
め
て
確
認
し
た
う
え
で
、
『
相
補
的
関
係

に
お
け
る
国
語
教
育
と
外
国
語
教
育
』
と
い
う
新
理
念
の
確
立
を
期
し
た
い
」

と
『
発
刊
の
こ
と
ば
』
に
お
い
て
語
っ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
新
理
念
の
確
立
と

問
題
討
究
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

こ
の
稿
で
は
、
本
茫
書
の
内
容
を
、
な
る
べ
く
「
相
補
的
関
係
に
お
け
る
国

語
教
育
と
外
国
語
教
育
」
に
蕉
点
を
し
ぼ
っ
て
紹
介
し
っ
つ
、
わ
た
く
し
の
気
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